


 

団 体 概 要 調 書 

フリガナ トクテイヒエイリカツドウホウジン コドモエヌピーオーセンターイズミッコ 

団体名 特定非営利活動法人 こども NPO センターいずみっ子 

団体の目的 

子どもたちの豊かな子ども時代を保障し、子どもも大人も育ち合える

地域づくりを目的とし、乳児から青年までの成長を見通した各々の世

代の体験の場と、異世代の交流の場を創造し、地域社会の発展に貢献

する活動を継続して実施する。 

市内事務所の 

所在地 

〒594-0071 

和泉市府中町１丁目２－１２ 

【専用事務所 ・ 住居と兼用 ・ その他（        ）】 

電 話 ０７２５（４５）０６５９ F A X ０７２５（４５）４１１１ 

フリガナ ユゲ タダヨ 

代表者氏名 弓削 任代 

連絡先 
※この申請について

問い合わせをしたと

きに対応できる方 

（連絡責任者氏名）※ 
 
フリガナ  マルヤマ ミツヨ 

電 話 ０７２５（４５）０６５９ 

     丸山 光代 F A X ０７２５（４５）４１１１ 

（住所）上記事務所以外に資料送付を希望する場合はご記入ください。 

設 立 年 月 
活動開始 1993 年 10 月 

法人格取得 2004 年 10 月 
主な活動地域 和泉市内 

会報等の発行 
有（年間１２回発行） ・ 

無 
会員数 １４０人   

メールアドレス izumikko＠r7.dion.ne.jp 

ホームページ https:// izumikko.org/ 

主な事業内容 

・子育て支援事業      ・鑑賞活動 

・子どもの体験活動     ・講演会、講習会の実施 

・異年齢交流活動        

主な活動の実績 

・こどもキャンプ（７月・２泊 3 日） ・異年齢交流野外活動（２月） 

・演劇体験ドラマスクール月２回実施 ・親子クッキング        

・「何でもありコンサート」開催（12 月） ・鑑賞活動 

・和泉市子育て支援地域拠点施設事業 ・ファミリーサポート事業 

国・府・市及び

各種団体等から

の他の補助金及

び委託実績 

（過去３年間の

実績を記載） 

年度 名称 金額（円） 
Ｒ２年度 

 

Ｒ３年度 

 

Ｒ４年度 

和泉市文化協会活動助成 

青少年センター子育て学習機会提供事業 

文化庁 ARTS for the future!事業 

子どもゆめ基金 

文化庁 ARTS for the future2!事業 

子どもゆめ基金 

50,000 円 

132,000 円 

327,000 円 

276,000 円 

460,000 円 

300,039 円 

※この内容は、和泉市のホームページ等で公表します。 
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事業計画書 

１ 事 業 名 おもしろ体験型市場「こども市」 

２ 申請コース 

（１）公益活動支援コース 

□チャレンジコース    ☑ステップアップコース 

（２）地域活性化コース 

□地域活性化コース 

３ 事業の必要性（※別紙添付可） 

①事業を実施する前提となった問題点、課題、社会背景等 
 

子どもが主体となって社会や地域へ参加する機会が少なくなり、異年齢との接点が減っている。

また、仲間と協働する体験も貴重なものとなっている。 

加えて、大人側へも地域社会で子どもを育む動機を促したい。 

②事業を実施することにより達成しようとする目標、期待される効果 
 

・実際の金銭の流通を組み入れることにより、子ども自身が出店者としてブースを管理する責任

と、必要性を自覚する。 

・仲間と協力することの大切さを体験する。 

・働くという未来体験につながることを期待する。 

・様々な年齢の人と接することを体験する。 

４ 事業内容（※別紙添付可） 

①問題点、課題を解決するためにどの様な方法を用いてどの様な事業を実施しますか。 

 

子どもたちが自由な発想で出店に臨み、マーケットを形成。そこで仲間と協働すること、様々な

年齢の人と接することを体験する。 

店の運営やこども銀行業務など、子どもが責任を担う設定が随所にある。 

出店参加者、学生スタッフ、大人スタッフ、来場者のすべてが、「こども市」を形成する一員で

ある。子どもたちの本来持つはつらつとした元気な姿、一生懸命な姿に触れることができ、地域

社会での子どもの育みの必要性を実感してもらえる取り組みである。 

 

＜対象の子どもたちの年齢について＞ 

・出店：多くは小学生。低学年は保護者のサポートを必要とするが、高学年になると自分たち

でやりとげる姿が見られる。その中に幼児のいる店や中高生の店も存在する。 

 ・銀行員：小学校５年生～大学生で構成。 

＜事前の打合せについて＞ 

 当日に集まって店を運営するだけではなく、説明をきいて、他の店を知って、他者への対応を

学んでと、子どもたちのより積極的な参加を助けるべく、事前の会議を設定している。 

 ・出店説明会：出店希望の子どもたちには、必ず参加してもらう。「こども市」の在り方、銀

行との関係、注意点などを知ってもらう。 

・店長会議：すべての店の店長が集まり、自分たちの店についての簡単なプレゼン、当日の

店の場所の決定を行う。知らない人たちの前で話す、場所の決定についての交

渉など、子どもたちにとって日頃とは異なる体験となる。 

 ・銀行員会議：銀行員が集まり、共に働くメンバーの顔合わせ、銀行の役割や当日の流れや仕

事といったことを理解し、実際に集金や計算の練習を行う。 

・ビジネスマナー講座：銀行員を対象に、元銀行員の講師のもと、接客の心得や店への集金

時の注意点など、当日の子どもたちの動きに沿って学ぶ場となる。 

様式第３号（第７条・第１５条関係） 



 

②実施期間（日時） ２０２４年５月１２日(日) 開店 １０：３０～１２：３０ 

③実施場所 エコールいずみ アムゼ広場 

④主な対象者 小学生以上の子ども 

⑤参加予定者数 出店参加：５０～１００名 

⑥告知方法 
チラシ（和泉市内全小学校へ配布、公共施設への配架、等） 

和泉市広報誌掲載、いずみっ子のＨＰ掲載、 

５ 事業スケジュール 

次期（月） 

 ２～４月 

 

 ５月 

  

 

内容 

スタッフ募集、出店者募集と説明会、スタッフ・音響技術者・司会者 打合せ 

店長会議、銀行員会議及びビジネスマナー講座 

現地下見、確認 

こども市当日８：００スタッフ集合、１０：３０こども市開店 １２：３０閉店 

１３：００かたづけ、１４：００スタッフ解散 

６ 審査項目からみた事業の自己ＰＲ ※要綱別表第２審査基準参照 
（実施事業について、どういう点が優れているかなどを審査項目ごとに記入してください。） 

① 公益性 

子どもの豊かな環境の創造は、地域及び社会の重要な課題である。当事業は、広

く市民を対象とする、子どもに着目した活動を提案するものであり、子どものみ

ならず、関わるおとな、とりわけ主体的な子どもの活動へ参加の機会が少ない若

い世代への働きかけがある。毎回多くの来場者があり、子どもたちの輝く姿を目

の当たりにするおとなの満足げな姿も多い。 

②継続性 

子ども自身が得る達成感や充足感は、子どもと保護者の幸福な原体験となり、社

会を形成する市民が、次の世代においても子どもの主体的な活動の継続を願う動

機を生むことを狙う。 

経験した子どもたちには躍動感や次回への希望を持つ様子がみられ、また、来場

した多数の市民が子どもたちの活躍に臨場する機会となり、新たな波及効果につ

いても期待する。 

財源確保については、常に市民活動の課題ではあるが、自主財源に加え、多方面

との連携情報の収集により補うことに務める。 

② 実行性 

未来に繋ぐ子どもの交流体験を目的とする当事業では、当日を迎えるまでの過程

において、子どもと直接会っての説明会、子ども店長が集結する店長会議など、

子どもの参画を促す仕組みを重視する。 

団体構成員は、子どもの体験交流の経験年数を有する者が多数在籍し、対応を担

い、子どもたちの安全を守りつつ自主性を重んじ、多くの異なる年齢の人たちと

関わる活動を可能とする。 

経費については、適切な予算を申請するとともに、費用対効果の観点から、必要

最小限の費用をもって最大限の成果が得られるよう努める。 

③ 協働性 

子どもの交流体験に注目した当事業を実施する過程において、出店する子どもた

ちは独自の発想を持ち寄り、話し合いや工夫を重ね、協働する魅力と成長する自

身への魅力を実感し、関わるおとなをも魅了する。加えて、次世代を担う若い世

代の参画など、幅広い世代の活躍の場面があり、地域社会の成長へと繋がるもの

と期待する。 

④ 公開性 
和泉市広報誌、及び当団体のＨＰに掲載。出店募集、開催のお知らせと２回チラ

シを作成し、和泉市内小学校全児童へ配布。及び公共施設へも配架する。 

⑥先駆性 

展開性 

 

子どもの市場体験は各地で散見されるが、「こども市」のように子どもたちが発

想から運営まで主体性を持って活動し、当日以外にも会議を持つという形はまだ

少ないと感じている。参加した多くの子どもたちは「またやりたい」という感想

を持ち、子どもたちの躍動感や次に繋がる想いを感じる。 

 

この内容は、和泉市のホームページ等で公表します。 



 

 

 

 

 
 

収 支 予 算 書 
 

事業の名称： おもしろ体験型市場「こども市」  

 

１．【収 入】                         （単位：円） 

項 目 金 額 積算根拠 

支援金 60,000 和泉市市民活動推進支援金 

   

事業収入 3,000 参加費（100 円×30 人） 

 7,500 出店者からの協力金 

   

自主財源 50,000 団体会計より 

   

合 計 120,500  

 

２．【支 出】                         （単位：円） 

費 目 金 額 積算根拠（数量、単価等） 

報償費 23,000 
ビジネスマナー講師謝礼、音響技術者謝礼、

銀行員への参加賞（300 円×10 人相当のお

菓子を仕入れて詰め合わせて渡します） 

旅費 15,000 講師交通費、スタッフ交通費 

消耗品費 50,000 
文具、用紙、インク、テープ類、 

マスク、絆創膏、除菌シートなど 

食料費 7,000 スタッフ飲料代（200 円×35 人） 

印刷製本費 23,000 
チラシ（A4 片面カラー11,000 枚） 

カラーコピー 

役務費 2,500 郵便料、有料指定ごみ袋、保険代 

   

合 計 120,500  

対象経費 120,500  

※費目は、別表第３（第１０条関係）に記載されているとおりに記載してください。 

※実績報告書の提出時に収支決算書とともに領収書等を添付する必要があります。 

 

 

※この内容は、和泉市のホームページ等で公表します。  

様式第４号（第７条・第１５条関係） 



 

事業計画書 追加資料 

 

 

1 団体名 特定非営利活動法人 こども NPO センターいずみっ子 

2 事業名 おもしろ体験型市場「こども市」 

3 申請コース 

（１）公益活動支援コース 

□チャレンジコース    ☑ステップアップコース 

（２）地域活性化コース 

□地域活性化コース 

4 令和 5 年度事業における反省点・課題・問題点とそれをどのように改善

するかについて記入してください。 

 

雨天時の体制となり、広場ではなく、屋根のある通路での開催となった。 

雨もりや吹き込み、店の一体感といったことを考えて新たな場所での店や銀

行の並びとしたつもりであったが、課題が残った。 

銀行が機能別に分かれ、銀行員が動きづらい。 

→雨の対策を強化して一ヶ所にまとめる。 

店舗の配置に思わぬ暗さや狭さなどがあり、途中での移動が生じた。 

   →天候が怪しい時の事前のリサーチをもっと慎重に行い、より良い 

場所がないか検討する。 

 

 

5 令和６年度事業において以下のことについて記入してください。 

・新たに取り組む事項 

・令和５年度事業と比較し発展・拡大が見込める事項 

・その他支援金を受けることで事業計画・予算・地域や市民に与える効果等

に変化がある事項 等 

 

・開店前にオリエンテーションを開催し、出店する子どもたちに、店のＰＲ 

をしてもらう。 

店の看板を持ち、人前で声を出して、自分たちの創意工夫した店について 

想いを伝える場を提供する。 

 

 

 

 

※本資料に記載いただいた内容を含め審査を行います。 


